
学校番号 T1240 

平成 31(2019)年度 情報科 

 

教科 情報 科目 情報の科学 単位数 ２単位 年次 ３～４年次 

使用教科書 「情報の科学」 （東京書籍） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・実践的、体験的な学習を通して、コンピュータやネットワークについて学び、日常使っているコ

ンピュータに対して、理解を深め、良い使い方は何かを考えましょう。 

・コンピュータやネットワークを利用したコミュニケーションについて、ワークショップや演習を

通して考え、友達を含めた多様な考え方を学び、自分の考えを持ちましょう。 

・情報技術の基礎的・基本的な技能を身に付け、資格を取得しましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・日常のさまざまな問題を解決するために、コンピュータを活用して情報の収集や整理を行うこと

ができる。 

・コンピュータの仕組みやネットワークの仕組みを理解し、それらを適切に活用できる。 

・情報化が社会に及ぼす影響、情報を受信・発信するときの責任を理解した上で、ネットワークを

利用したコミュニケーションを含め、情報社会に積極的に参加する。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・情報を多角的・多面的

に吟味し、その価値を見

極めていこうとする態度 

・自らの情報活用を振り

返り、評価し改善しよう

とする態度 

・情報社会に主値的に参

画し、その発展に寄与し

ようとする態度 

・さまざまな事象を情報

とその結び付きの視点か

ら捉える力 

・問題の発展・解決に向

けて情報技術を適切かつ

効果的に活用する力 

・複数の情報を結び付け

て新たな意味を見出す力 

・情報と情報技術を活用

するための基礎・基本的

な技能を見に付け、目的

に応じて、情報および情

報技術を適切に扱ってい

る。 

・情報と情報技術を適切

に活用するための知識

とそれを活用して問題

を発見・解決するための

方法についての理解 

・情報社会の進展とそれ

が社会に果たす役割と

及ぼす影響、および、情

報に関する法・制度やマ

ナーの意義と情報社会

において個人が果たす

役割や責任についての

理解 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

プリントの記述 

実習作品 

発表 

相互評価・自己評価 

学習状況の観察 

プリントの記述 

定期考査の結果 

相互評価・自己評価 

学習状況の観察 

実技課題 

発表 

確認テスト 

実技テストの結果 

学習状況の観察 

プリントの記述 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点  

a B c d 単元（題材）の評価規準 評価方法 

前
期 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
構
成
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
成 

・ハードウェアとソフトウェ

ア 

・コンピュータの五大要

素 

・情報通信ネットワーク 

○ ○   a:ソフトウェアとハードウェアに

ついて、仕組みを理解している。 

b:コンピュータの仕組みを理解

し、利点や欠点について考えるこ

とができる。 

c:コンピュータの基本構成を理解

している。 

d:インターネットの接続にはプロ

トコルなどの技術やルールが必要

であることを理解している。 

学習状況

の観察 

プリントの

記述 

定期考査 

問
題
解
決
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
活
用 

・問題解決のステップ 

・情報を分析する方法 

・課題制作と発表 

 

○ ○ ○ ○ a:問題解決の方法と手段に関心を

持ち、問題解決に取り組もうとし

ている。 

b:問題の分析について内容をきち

んと整理することができる。 

c:解決策の提案において、ブレー

ンストーミングなどを使い、周り

と意見交換することができる。 

d:問題解決の４つのステップにつ

いて理解し、ひとつひとつ問題を

解決していく大切さが理解できて

いる。 

学習状況

の観察 

プリントの

記述 

定期考査 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
活
用 

データベース ○   ○ a:身の回りにある情報システム

や提供されるサービスについて

関心を持とうとしている。 

b:データベースの仕組みについ

て考えている。 

c:データベースの論理演算や関

係演算が理解できる。 

d:データベースの役割・重要性

を理解できている。 

学習状況

の観察 

プリントの

記述 

実技課題 

実技テス

ト 

 



情
報
社
会
の
安
全 

・安全を脅かす要因と対

策 

 

 

 

・情報社会の安全とルー

ル 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

a:安全を脅かす要因について関

心を持ち、対策について考えよ

うとしている。 

b:安全を脅かす要因について、

対策方を考えている。 

c:コンピュータウイルスやコン

ピュータへの攻撃に対する対策

を考えることができる。 

d:迷惑メールやコンピュータウ

イルスについて、目的や性質を

理解できる。 

学習状況

の観察 

プリントの

記述 

定期考査 

後
期 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
仕
組
み
と
働

き ・情報のデジタル化 

・文字・数値のデジタル

表現 

・コンピュータの進数変

換 

・画像と音の表現 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:コンピュータの性能などにつ

いて関心が高い。 

b:コンピュータや周辺機器のト

ラブルに対応できる。 

c:コンピュータの基本構成を理

解している。 

d:コンピュータの処理の流れを

理解している。 

学習状況

の観察 

プリントの

記述 

確認テス

ト 

処
理
手
順
の
明
確
化
と
自
動

化 ・プログラミング   ○ ○ a:プログラムの記述と実行に関

心がある。 

b:アルゴリズムをプログラム言

語で表現できる。 

c:プログラムを書き、実行する

ことができる。 

d:プログラムの言語使用を理解

している。 

学習状況

の観察 

実技課題 

情
報
モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー 

・著作権 ○ ○  ○ a:自らの情報モラルを育成しよ

うとする態度を持っている。 

b:情報社会でのマナーを考えて

行動できる。 

c:著作権に合った引用を行うこ

とができる。 

d:著作権の目的や内容を理解し

ている。 

学習状況

の観察 

プリントの

記述 

定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 


